
■
手
続
き
方
法

　
町
民
税
務
課
国
保
年
金
係
の
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
離
職
票
な
ど
の
退
職
し
た
日
付
が

分
か
る
書
類
、
印
鑑
、
年
金
手
帳

■
保
険
料
額

　

国
民
年
金
の
保
険
料
（
定
額
）

は
、
月
額
１
６
，
４
１
0
円
（
令
和

元
年
度
）
で
す
。

■
そ
の
他

　
退
職
と
同
時
に
会
社
員
や
公
務
員

な
ど
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で

あ
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
場
合

は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
へ
の
届
け
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、
全
額
ま
た
は
一
部
の
保
険
料

が
免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
手
続
き
方
法

　
「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
申
請
書
」
を
町
民
税
務
課
国
保

年
金
係
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※�

申
請
が
遅
れ
て
も
最
大
２
年
１
カ

月
前
ま
で
の
免
除
申
請
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ

る
と
万
一
の
際
に
障
害
年
金
な
ど

が
受
け
取
れ
な
い
場
合
や
、
退
職

（
失
業
）
時
の
免
除
審
査
の
特
例

（
退
職
さ
れ
た
方
の
所
得
を
除
外

し
て
審
査
）
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶

予
申
請
書
（
町
民
税
務
課
国
保
年

金
係
窓
口
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま

す
）
、
年
金
手
帳
、
印

鑑
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
の
写
し
な
ど

年金
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
へ

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
や
、
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
は
、国
民
年
金
へ
の
変
更
が
必
要
で
す
。

保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

町
民
税
務
課�

国
保
年
金
係�
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国
民
年
金
の
届
け
出
に
つ
い
て

4広報しばやま 

■�

予
約
窓
口　
町
民
税
務
課
戸
籍
係

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

ま
で

■�

休
日
交
付
日
・
更
新
日

　
3
月
29
日
㈰

■�

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま

で
■�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
に
必
要
な
も
の

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
（
申

請
書
か
ら
切
り
離
し
た
、
12
桁
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
も

の
）

・�

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

（
ご
連
絡
に
同
封
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
）

・�

写
真
付
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）

・
印
鑑
（
ゴ
ム
印
不
可
）

・�

お
持
ち
の
方
は
住
基
カ
ー
ド
（
引

き
換
え
で
交
付
し
ま
す
）

※�

代
理
人
に
よ
る
受
け
取
り
は
本
人

が
入
院
中
な
ど
で
来
庁
が
困
難
な

場
合
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

■�
電
子
証
明
書
更
新
手
続
き
に
必
要

な
も
の

・
お
持
ち
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
有
効
期
限
通
知
書

※�

代
理
人
に
よ
る
手
続
き
の
場
合
は
、

記
入
済
み
の「
照
会
書
兼
回
答
書
」

と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
戸
籍
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書
の
更
新
手
続
き

休
日
窓
口
の
ご
案
内
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
お
よ
び
電
子
証
明
書
更
新
手
続
き

が
次
の
休
日
に
も
利
用
で
き
ま
す
。
休
日
の
受
け
取
り
、
更
新
手
続
き
を

ご
希
望
の
方
は
、
希
望
時
間
を
必
ず
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

町
民
税
務
課�

戸
籍
係�
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1

問

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
火
災
を
予
防
し
、
尊
い
生
命
や
財
産
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

令
和
２
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間　
3
月
1
日
㈰
～
7
日
㈯

総
務
課�

自
治
振
興
係�

☎
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‐
３
９
０
３

問
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子
ど
も
た
ち
が
神
社
へ
向
か
う
神

主
に
向
か
っ
て
大
根
を
投
げ
る
「
奇

祭
」
と
し
て
名
高
い
山
田
地
区
の

「
あ
ら
い
祭
り
」
に
つ
い
て
、
後
世

に
映
像
と
し
て
残
す
た
め
の
記
録
映

像
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
記
録
映
像
の
D
V
D
は
中
央
公
民

館
の
図
書
室
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」
の
図
書
室
で
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
芝
山
町
公
式
y
o
u�

t
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は
フ
ル
サ

イ
ズ
と
シ
ョ
ー
ト
サ
イ
ズ
の
映
像
を

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
ま
す
の
で
、

芝
山
町
が
誇
る
貴
重
な
祭
り
の
映
像

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
度
開
催
し
た
「
白

桝
粉
屋
お
ど
り
芸

能
大
会
」
の
D
V

D
の
貸
し
出
し
も

開
始
し
ま
し
た
の

で
、
こ
ち
ら
も
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

保存
山
田
地
区
の
「
あ
ら
い
祭
り
」

記
録
映
像
を
作
成
し
ま
し
た

　
教
育
委
員
会
で
は
、
成
田
国
際
空
港
㈱
お
よ
び
（
一
財
）
成
田
国
際
空

港
振
興
協
会
が
行
う
「
令
和
元
年
度
伝
統
文
化
支
援
保
存
事
業
」
の
支
援

を
受
け
、山
田
地
区
の
「
あ
ら
い
祭
り
」
の
記
録
映
像
を
作
成
し
ま
し
た
。

教
育
課�

文
化
振
興
係�

☎
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‐
１
８
６
１

問

5 2020. 3月号

　
２
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
「
山
武
郡
市
小
学
生
剣
道
冬
季
大
会
」
に
お

い
て
、
出
場
し
た
芝
山
町
の
剣
士
た
ち
が
次
の
と
お
り
見
事
な
成
績
を
収

め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
団
体
高
学
年
の
部
】
第
３
位

　
先
鋒
：
西　
　
杏
月
さ
ん

　
次
鋒
：
岩
澤　
陽
菜
さ
ん

　
中
堅
：
土
屋　
莉
乃
さ
ん

　
副
将
：
細
淵　
悠
太
さ
ん

　
大
将
：
岩
澤　
康
菜
さ
ん

【
個
人
女
子
６
年
生
の
部
】

　
第
３
位　
岩
澤　
康
菜
さ
ん

【
個
人
女
子
５
年
生
の
部
】

　
準
優
勝　
西　
　
杏
月
さ
ん

　
第
３
位　
岩
澤　
陽
菜
さ
ん

【
個
人
男
子
２
年
生
の
部
】

　
第
３
位　
石
田　
　
悠
さ
ん

■
部
員
募
集
に
つ
い
て

　
毎
週
月
・
金
の
午
後
７
時
か
ら
芝

山
中
学
校
体
育
館
の
武
道
場
に
て
稽

古
を
し
て
い
ま
す
。

※�

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
0
9
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4
0
0
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9
0
7
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（
多
辺
田
）

芝
山
町
の
剣
士
た
ち
が
実
力
を
存
分
に
発
揮

「し尿くみ取り」の
手続きを忘れずに

Net119緊急通
報システム導入
について

　引っ越しなどにより、くみ取り式ト
イレを新たに利用する方や利用しなく
なる方は、し尿くみ取りに関する加入
や取り消しの手続きが必要です。
　住民票の転入・転出・転居の届け出
だけでは、自動的に加入や取り消しと
はなりませんので、必ず手続きをお願
いします。
■手続きを忘れた場合
・�くみ取りが必要になっても、くみ取
り作業の手配は加入の手続き後とな
るため、実施までに時間がかかりま
す。
・�取り消しがない場合は、転出や転居
後も今までどおりくみ取りが行われ、
料金が発生する場合があります。
■�手続き先　まちづくり課　環境下水
道係　☎77-3908
※手続きには印鑑をご持参ください。

　「Net119緊急通報シ
ステム」とは、聴覚など
の障害により、音声によ
る通話が困難な方がス
マートフォンなどの携帯
端末を利用し、消防に対
して音声によらない通報
を行えるシステムです。
　山武消防のホームペー
ジから申請書や申し込み
方法などの資料がダウン
ロードでき、役場の福祉
保健課窓口でも申請の受
け付けが可能です。

山武郡市広域行政組合
環境衛生課料金係　
☎0475‐54‐0531

問

山武郡市広域行政組合
消防本部�指令課
☎ 0475-55-0119

問

TOWN INFORMATION 町からのお知らせ


